
末永敏事平和記念館　開館5周年記念

明治20年（１８８７年）～昭和２0年（１９４５年）

１９１２年長崎医専の全景

特定非営利活動法人末永敏事平和記念館
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中島静江 １９００年（明治３３年）～１９８９年（平成元年）

　　　範子 １９２９年（昭和　4年）～２０１１年（平成２３年） 末永敏事と妻の静江 （親族提供）

敏事の元夫人中島静江のフランス留学を伝える学園新聞 １９２７年（昭和２年）結婚、昭和8年離婚

へ掲載された母娘写真。範子ちゃんとは敏事の娘さん

敏事の父

2代目　末永道伯

敏事の元夫人、静江さんの父

中嶋滋太郎　

（元日本郵船専務取締役、

元日本海事海事協会理事）

述懷

敏事の友人井村兼治氏のご子息正治氏による

敏事と井村家に関する貴重な記録

内容については、記念館にて展示中

（井村兼治氏に関する資料は井村修治氏提供）

１９３４年（昭和　9年）1月１日付学園新聞

１９４０年代の壮年期の兼治氏

敏事の母　チヨ

敏事の友人井村兼治翁（前列右）と正治氏一家
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末永敏事医院隣家　井村家ご子息　壽彦氏へ敏事より贈られた書籍の表紙裏側へ記された一文
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医療関係者職業能力申告令の条文（１９３８年、昭和１３年勅令）



白十字會保養農園　

医師　末松敏事

當五二年

（注）　末松敏事とあるが

　　　　次号より末永に

　　　　直されている

「拙者が反戦主義者なる事

及軍務を拒絶する旨

通告申し上げます」
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茨城県⿅島郡に造られた⽩⼗字会恩賜保養農園の全景
（⽩⼗字会１００年史から）末永敏事は１９３８年
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敏事の紹介記事が掲載された１９２７年（昭和２年）2月１日付大島原新聞　（島原市　松平文庫所蔵）
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敏事の紹介記事が掲載された１９２７年（昭和２年）2月１日付大島原新聞　（島原市　松平文庫所蔵）



（注）新聞記事等の文字が小さく、判読し難いものについては

  USBやCD等がありますので、申し出があれば用意いたします

内村鑑三（１８６１年文久元年～１９３０年昭和５年）

無教会主義キリスト教の創始者。敏事の師にあたる。 -6-

ＮＰＯ法人今井館教友会提供

内村鑑三の「戦争廃止論」が掲載された１９０３年（明治３６年）６月30日付萬朝報（よろずちょうほう）

１９１６年（大正５年）7月15日付　敏事への書簡

敏事の病気見舞い、寄付金のお礼などが記されている

ＮＰＯ法人今井館教友会提供



　　明治２６年（1893）～昭和３６年（1961） 明治37年（1904）～昭和６１年（1986）

　北海道にて農民伝道に携わる

詳細については森永玲氏著『反戦主義者なる事通告申し上げます」を参照ください。

向かって右側が中島静江さん

敏事の手紙にある「蒲池　信、御内」と関連は今のところ不明
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ＮＰＯ法人今井館教友会提供ＮＰＯ法人今井館教友会提供

矢内原
や ない はら

　忠雄
た だ お

　敏事と同時期に活動した人達

浅見仙作

ＮＰＯ法人今井館教友会提供

藤沢武義

ＮＰＯ法人今井館教友会提供

戦後に東大総長 無教会主義の伝道師



道伯の筆と思われる書が描かれた薬箱

右側の柳行李は敏事のの遺品

以上の品々は敏事が故郷を発つ時懇意にしていた井村家

（現　末永敏事平和記念館理事宅）へ託したものであます。

以来９０年近く保存されていたことは奇跡的であり、

この点、敏事の判断は誠に正しかったこととなります。

　終わりに

末永敏事平和記念館　開館5周年記念として作成いたしました。

これ等の資料は長崎新聞社・森永玲氏が『反戦主義者なる事通告申し上げます」を執筆されるにあたり集められた

１９２３年（大正１２年）米国シンシナティにて

（七條眞由美さん提供）
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１９２０年代（⼤正年間）に書かれた末永敏事のの英語

左写真の裏⾯



１９２４年（大正１３年）９月２４日　米国シンシナティにて撮影？（七條眞由美さん提供）

左の人物は不明　

末永敏事の医学論文
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上記写真の裏⾯



（国立国会図書館所蔵分の複写、年代順）

●　「萎黄病ノ二例」

　＝1914（大正３年）１２月、「台北医院　末永敏事」　名で　「台湾医学会雑誌１４６号」

●　「ビオルコウスキー氏亀結核菌製剤ノ治験」

　＝1916（大正5年）１２月、 「台北医院　末永敏事」　名で　「台湾医学会雑誌１59号」

●　「THE INFLUENCE OF CREOSOTE,GUALACOL AND RELATED SUBSTANCES ON THE TUBERCLE

     BACILLI AND ON EXPERIMENTAL TUBERCULOSIS」

　＝1920（大正9年）8月、「LYDLA M.DeWITT BINZI SUENAGA and H.GIDEON WELLS」　共著で　「The Journal

     of Infectious Diseases1920.08」　 ※表紙のみ

●　「AN INVESTIGATION OF THE ACID-FASTNESS OF TUBERCLE BACILLI・I」

　＝1925（大正14年）11月、 「 BINZI SUENAGA 」 　名で　「THE AMERICAN REVIEW OF TUBERCULOSIS1925.11」

●　上記タイトルの　「Second Report」　＝１９２６年　６月、 「B.SUENAGA」 の名で　「THE AMERICAN REVIEW OF

     TUBERCULOSIS1926.06」

●　上記タイトルの　「Third Report」　

  ＝「B.SUENAGA ,M.D.CINCINNATI」の名で　「The Transactions of the Eighteenth Annual Meeting of National

     Tuberculosis Association」、年月不明

●　「Preliminary Report of the Studies on the Parasitism and Saprophytism of TubercleBacilli」

  ＝「B.SUENAGA ,M.D.CINCINNATI」の名で　「The Transactions of the Eighteenth Annual Meeting of National

     Tuberculosis Association」、年月不明

●　「坑佝＊病性要素欠乏ノ白鼠ノ実験的結核ニ及ボス影響」

　＝１９２６年、「北米シンシナティ大学医科細菌学及生物化学教室末永敏事、アグネス・H・グラント、D・Eステグマン」

　　共著で日本結核病学会誌　「結核」　４巻１号

●　「脊髄後根に於ける副交感神経の組織的検出に就いて」

　＝1927（昭和２）年９月、　「東京帝国大学医学部　呉建、新田義雄、辻守昌、白石鎌作、末永敏事」共著で

　　「芸備医事」３７２号

●　「予防接種直後ノ家族的腸「チフス」感染例」

　＝１９２７年７月、「医学博士　末永敏事」　名で「日本伝染病学会雑誌」　１巻１０号
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１９２１年11月10日付　内村鑑三からシンシナティに移った敏事への書簡

「君の技術と信仰と以って我等の伝道に参加せられんことを願います。」と期待をのべている。
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１９1７年（⼤正6年）1⽉18⽇付 内村鑑三から⽶国シカゴの敏事への
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１９３７年（昭和1２年）4⽉1５⽇付 茨城県久慈郡での医院開業を

１９３７年（昭和1２年）7⽉11⽇付の蒲池 信宛の



１９３５年（昭和１０年）フレンド派「友」第１０４号へ敏事が寄稿した詩「山吹の花」
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（井村泰成氏提供）

末永敏事医院隣家　井村家ご子息　壽彦氏へ敏事より贈られた書籍の表紙裏側へ記された一文

昭和拾壱年五月＊＊六日＊＊十二時＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊末永敏事医学

博士＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

末永敏事医学博士＊＊＊＊＊

東京市杉並区高円寺6丁目

信陽館

上記枠内の如く読み取れるも、詳細については不明、更なる解読作業が必要です。

誰が何のために記したかも不明で、末永敏事名の後に医学博士とあること、及び

その筆跡より敏事本人ではないと考えられる。

東京の住所の読み方は、ほぼ間違いないと思われますが、ほかの箇所については

定かではありません。教友蒲池　信氏の住所も東京市杉並区であることから

関連がある可能性があるのかもしれません。

何方か解読なされた方があればご一報いただけますと幸いです。

新たな発見に繋がる可能性があります。
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はがき裏面

明治42年1月21日 （１９０９年）付　敏事のはがき

敏事が長崎医専在学中に出したものと思われる。

はがきの消印を最寄りの郵便局にて調べるも

該当する局は現在存在しないとの事であった。

蒲池　信　氏宛の直筆書簡の筆跡と同じで

正に敏事のもの。

左は、それを清書したもの。
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末永医院の登記に関する書類
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敏事の名前が読み取れる

診察室

倉庫

井⼾ 上屋



１９２７年（昭和２年）３月21日付　GAKUEN WEEKLY 自由学園提供

学園ウイークリーに掲載されたDr.Suenaga が寄稿したHYGIENE OF THE EYE「目の健康法」
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１９３６年（昭和11年）5月号 婦人之友社提供
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学校法人自由学園提供

末永敏事の元妻　中島静江さん関連記事



詳細については森永玲氏著『反戦主義者なる事通告申し上げます」を参照ください。

向かって右側が中島静江さん

１９２２年竣工した頃の自由学園明日館、静江の職場であり、１９２７年（昭和２年）には

夫だった敏事も教員として在籍していた。
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末永敏事・道伯の遺品の品々



道伯の筆と思われる書が描かれた薬箱

右側の柳行李は敏事のの遺品

「薬研」　手で輪を転がし、薬草をを粉砕する

この箱の中には敏事より

井村家ご子息壽彦氏へ

贈られた医学書及び

書籍等が収められて

いた。

      "NIPPON YUSEN KAISYA"のラベル

      左の行李側面に貼られていたもの。

以上の品々は敏事が故郷を発つ時懇意にしていた井村家       ラベル中央の社旗「白地に2本の赤帯」、これは

（現　末永敏事平和記念館理事宅）へ託したものであます。      現在、日本最大級の海運会社「日本郵船」と同じ。

以来９０年近く保存されていたことは奇跡的であり、       当時、井村家において海外渡航者はなく、

この点、敏事の判断は誠に正しかったこととなります。       従って、敏事が台湾赴任時や米国留学時に

      使用したものと思われる。

　　　残念ながら船名、Berth No. CABIN No.が空欄で

　終わりに 　　　あり、年代の特定には至っていません。

末永敏事平和記念館　開館5周年記念として作成いたしました。

これ等の資料は長崎新聞社・森永玲氏が『反戦主義者なる事通告申し上げます」を執筆されるにあたり集められた

資料をご提供いただいたものです。又、遺品等につきましては当記念館理事・井村泰成氏よりご提供頂きました。

本紙へ未掲載の資料・遺品等も多くございます。是非一度ご来館下さい。

森永　玲著　『反戦主義者なる事通告申し上げます』に登場する人々
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敏事の遺品　　木製の行李

薬箱

寺子屋を主宰していた道伯筆による書の手本（春夏秋冬4枚の内、春）



末永敏事医院跡、末永道伯屋敷跡、井村兼治氏生家、井村荒喜氏（不二越創業者）生家

及び末永敏事平和記念館（小笹　榮家　敷地内）周辺図

道伯屋敷跡地は北有馬郵便局裏側、石垣に囲まれた広大な敷地

道伯屋敷のすぐ隣に敏事の親友井村兼治氏の生家があった。

また、そのすぐ近くに敏事医院跡（森永　玲著『反戦主義者なる事通告申し上げます』参照）

石垣に囲まれた広大な屋敷であるが、現在は所有者が代わっているため、見学時は注意を要する。

末永敏事平和記念館は県道30号と県道217号の交差点信号を２１７号へ入り約１００メートル

右側の小笹家の敷地内。

 通常、当記念館は人員の都合上施錠していますが下記の電話にご連絡頂ければ開錠いたします。

連絡先 090-4982-0279　（森永）
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末永敏事の略歴と内外の動き

敏事医院跡

井村兼治⽒

敏事の⽗ 末永道伯

不⼆越創業者

末永敏事平和記念館

県道30号

県道２１７号

信号機



年齢

１８８７年 明治２０年 末永敏事 南高来郡北有馬村今福に生まれる 父　末永道伯　母チヨ

１９０６年 明治３９年 19 青山学院中等部卒業（プロテスタント系新興校）

同 同年 内村鑑三に惹かれキリスト教徒になる

１９１２年 大正元年 25 長崎医学専門学校卒業（現　長崎大学医学部）

１９１４年 大正３年 27 台湾総督府　台北医院勤務

１９１５年 大正４年 28 アメリカ　シカゴ大学・シンシナティ大学に留学

１９２４年 大正１３年 37 米国排日移民法案成立

１９２５年 大正１4年 38 アメリカから帰国

同 同年 治安維持法公布

１９２６年 大正１5年 39 内村鑑三の紹介で中島静江と結婚する

１９２７年 昭和２年 40 京都大学にて医学博士号を取得

同 同年 内村裕之の帰国祝賀会に敏事・静江夫妻出席

１９２９年 昭和4年 42 長崎県南高来郡北有馬村今福に医院を開業

１９３０年 昭和5年 43 内村鑑三死去（６９才）

１９３１年 昭和6 44 満州事変勃発

１９３３年 昭和８年 46 末永敏事・静江離婚　これからの敏事の行動は途絶える

１９３７年 昭和１2年 50 栃木県（東武日光駅前）で末永医院を開業

同 同年 茨城県久慈郡賀美村折橋で末永医院を開業

同 同年 日中戦争（1937～1945）

１９３８年 昭和１3年 茨城県鹿島郡　白十字會保養農園に結核医として入職

同 同年 国家総動員法施行

同 同年 医療関係者職業能力申告令発布

同 同年 茨城県知事宛「反戦主義者なる事通告申し上げます」を発し、逮捕される

１９４１年 昭和1６～１７年 東京・今井館（内村）に現れる（５４～５５才）

１９４３年 昭和１８年 56 親友・井村兼治氏と東京新宿・井村歯科医院にて再開（述懷参照）

１９４５年 昭和２０年 58 太平洋戦争終結

同 同年 末永敏事死亡　墓所（今福・権現山墓地（推定）遺骨所在不明）

２０１９年 令和元年 特定非営利活動法人末永敏事平和記念館　設立　初代理事長　末永次利

-22-

事　　　　　　　　項年号

茨城県にて発⾒された開業
当時の内科診療 医師
末永敏事 医院看板
劣化防⽌の為に別途保管し
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特定非営利活動法人末永敏事平和記念館

理事長　山本昌吾

〒859-2304

長崎県南島原市北有馬町丁287-1

TEL　090-4982-0279

mail　kk9ec2fuuc8hs7uwc49q@docomo.ne.jp 令和　5年　5月　１日　発行

ＮＰＯ法人末永敏事平和記念館全景

１９１２年、長崎医専の大正元年卒業アルバムに掲載された長崎医専の全景


